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近畿中国森林管理局 

箕面森林環境保全ふれあいセンター・こだま通信 

箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボ

ランティア、地域住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指

導等の支援に取り組んでいます。 

第第第第７７７７号号号号    

５月１８日、平成１７年度・第１回検討委員会（座

長：兵庫県立大学 服部保教授）を、「箕面ながたに

の森（箕面国有林）」で開催しました。 

本検討委員会では、今年度計画している事業、ガ

イドラインの作成等を行う作業部会の設置等につい

ての検討、昨年度実施した里山整備の検証（現地確

認）を行いました。 

今年度も、昨年度に引き続き、地域と連携し、森

林ボランティアの協力を得ながら、都市型の里山づく

りに取り組んで行きます。 

平成１７年度・第１回里山再生推進モデル事業検討委員会を開催 
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４月９日、伊崎国有林（滋賀県近江八幡市）にお

いて、ボランティア団体（ＮＰＯ法人ヒマラヤングリーン

クラブ）によるカワウ観察会が開催されました。 

同団体は、伊崎国有林でカワウの影響により樹木

が枯死した跡地において、植樹や下刈り等に取り組

んできており、現在も相当数のカワウが生息し、枯死

が拡大しつつある地域を熱心に観察しました。 

未だ植生が回復していない跡地への植樹等につ

いても、積極的な意見が交わされました。 

ボランティア団体によるカワウ観察会 

 大阪市立玉造小学校 森林教室 

４月２７日、大阪市立玉造小学校６年生（５７名）

の春の遠足として、箕面国有林で森林教室が開催さ

れました。間伐体験や丸太切り、野外ゲームを通し

て、森林の機能の重要性、人工林の手入れの大切

さ、生態系のしくみなどを学びました。 

子ども達からは、「授業でしか聞いたことのない間

伐がどれだけ大切かわかった。」「面白かったので、も

う一度木を伐りたい。」「森林とふれあって大切さがよ

くわかった。」などの意見が聞かれました。 


